
市民スポーツボランティア
SV2004について

令和 4 年度学びの還元(ボランティア)研修会

令和 4 年 11 月 26 日（日） 14：00 〜 17：00

@カメイアリーナ仙台（仙台市体育館）研修室

市民スポーツボランティアSV2004 佐藤 司



本日の流れ

•１．市民スポーツボランティアＳＶ２００４とは

•２．せんだい・みやぎのスポボラ史

•３．最近の取り組み

•４．まとめ：スポーツボランティアの楽しみとは



1．市民スポーツボランティアSV2004とは①自己紹介

2010年3月

佐藤 司。仙台市出身・在住。【ＳＶ】18年目（2005年～現在）。JSVNスポーツ
ボランティア・リーダー。【仕事】尚絅学院大学職員（総合型地域スポーツクラブ
・地域連携交流プラザ・探究型学習担当）。【市民活動等】震災追悼・中堅若手
協働まちづくり・環境活動・大学職員活動等。社会人大学院生。



1．市民スポーツボランティアSV2004とは②団体紹介

SVとは、文字通り「スポーツボランティア」の略であり、1998年
からスタートした「ブランメル仙台（現在のベガルタ仙台）」の

ボランティアや2001年の国体、2002年のワールドカップ宮城
大会のボランティア経験者の有志が集まり、幅広いスポーツを
ボランティアとしてサポートする目的で2004年に発足しました。

スポーツをより楽しくコーディネートし、ネットワークを通じて、環境
改善にも取り組むことで、スポーツの振興と、スポーツに関わる
人々の社会的認知を高めることに貢献します。

誕生の経緯

役割（ミッション）

〇私たちはスポーツのボランティア活動は「楽しく」あるべきだと思います
〇そのため、ボランティアと運営組織、ボランティア同士のコミュニケーション

を大切にします。
〇活動するボランティア環境の改善、そしてエコ活動にも取り組みます
〇サポートするイベントが継続しよりよいものになるようサポートします
〇スポーツボランティアの活動が多くの人に理解され知っていただけるよう

活動します

私たち市民スポーツボランティアSV２００４の活動

活動（アクション）

〇スポーツイベント運営の支援
募集・運営説明会・マニュアル作成・報告書まとめまで主催者をサポート

〇レベルアップのための企画・研修
救命や防災・エコ活動・入門からリーダーの研修、スポーツの勉強会等

〇快適な観戦と未来のためのエコ活動
仙台方式といわれる共通のごみ分別

〇全国の仲間との交流
経験を共有し、ともに地域のスポーツを応援する

〇ボランティアの情報発信と記録
SVだより・活動報告・ボランティアハンドブック



・プロスポーツのボランティア登録者数は、ほぼ横ばい。

・単発型スポーツイベントのボランティア活動者数が年々増加。

・登録者、活動者ともに、コロナ禍により一転して減少。

・SV会員はコロナの影響をほとんど受けていない！

仙台・宮城のSV：近年の傾向

1．市民スポーツボランティアSV2004とは③人数の変遷

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

正会員 30 37 35 40 42 59 64 72 77 81 97 112 117 127 127 132

サポート 1 3 2 5 4 3 3 3 4 5 6 3 7 7 6 7

準会員 5 5 6 13 13 11 11

合計 31 40 37 45 46 62 67 75 81 91 108 121 137 147 144 150

※2022年データは、2022/9/30時点

※数値は市民スポーツボランティアSV２００４聞き取り調べ

2016 2017 2018 2019 2020 2021

延登録者 580 570 577 570 556 506

延活動者 6,240 6,244 6,556 6,811 2,868 3,905

仙台・宮城の全体のSV推移

SV２００４の会員推移



２．せんだい・みやぎのスポボラ史①全史
'98 '99 '00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14 '15 '16 '17 '18 '19 '20 '21 '22

‘98〜ベガルタ仙台

‘01
宮城国体

'03〜グランディ・２１

‘02
日韓W杯

'04〜市民スポーツボランティアSV2004

‘05〜東北楽天ゴールデンイーグルス（'07,'11,'21オールスター、'13優勝パレード）

‘05〜仙台８９ERS（'10,'16オールスター）

‘14〜中高生スポーツボランティア育成講座

'21
東京五輪

‘06
世界バスケ

'12〜仙台国際ハーフマラソン

（'11〜'17仙台ベルフィーユ） ‘21〜リガーレ仙台

（'12〜'20ベガルタ仙台レディース）'21〜マイナビ仙台レディース

プ
ロ

'12〜ヴォスクオーレ仙台

‘14,'18
羽生選手パレード

‘12 U-20
FIFA女子W杯

‘15他
大相撲

'05,'09,'13,'19
キリンC杯

施
設
・
団
体
等

単
発

'21〜カメイ
アリーナ

キックラブ

‘19〜せんだいスポーツ
ボランティアステーション

‘12
ねんりんピック

'21〜
FUN-TE

'07,'13,'15
FIVB W杯

'06
世界バレー

‘08〜スポーツボランティアマッチング



２．せんだい・みやぎのスポボラ史②黎明期

生まれたふたつの
ボランティア組織 ワールドカップ宮城大会の会場となった

宮城スタジアムを拠点とする施設型の
ボランティア組織であり、現在も案内・

大型映像装置などを担当（宮城県と連携）

仙台市を拠点とする市民有志による、
幅広いスポーツサポートを目的とした組織

（仙台市やスポーツ団体と連携）

２００３年
グランディ・２１ボランティア

２００４年
市民スポーツボランティア

SV2004



２．せんだい・みやぎのスポボラ史③発展期

仙台方式
エコステーション

ベガルタ仙台・東北楽天ゴールデンイーグルス・仙台８９ERSで
統一して試合会場のゴミ回収を

「エコステーション」として同じ活動を行う。
その後も、他のスポーツイベント等に展開するが、
仙台のスポーツボランティアの「形」が完成した。



２．せんだい・みやぎのスポボラ史④復興期

自分たちや周囲の
笑顔のための

ささえるスポーツ

それまでのプロスポーツの
ボランティアだけでなく、

市民スポーツや女子スポーツ、
次世代のボランティア育成へ



２．せんだい・みやぎのスポボラ史⑤◯◯期

ささえるスポーツから、ささえあい、活かしあうスポーツへ



3．最近の取組①公共空間を活用したＤ＆Ｉ推進ＰＪ

公共空間 するスポーツ

様々なところで、
様々な人とスポーツを

することができる
まちづくり



3．最近の取組②センサリールーム

感覚過敏 みるスポーツ

試合観戦したい人に
配慮した環境づくり



3．最近の取組③マイナビ仙台レディース「応援花」

生け花 ささえるスポーツ

得意なことを活かし、
試合会場内で、

チームカラーの花を
飾る活動



4．まとめ：スポーツボランティアの楽しみとは

スポーツボランティアの楽しみは、ボランティアの数だけある

人や地域、何かや誰かの役に立てます
（社会貢献）

世代を超えた仲間が生まれます
（交流・ネットワークづくり）

共通の目標を達成する喜びがあります
（達成感）

それぞれの持つスキルが活かせます
（能力発揮・創造）

何よりささえるスポーツが好きになります
（愛着・応援）

→ 勝利や優勝などを共に体験できます

そして、ささえあう関係は感謝しあい、
楽しみを分かちあう関係につながります



ご清聴ありがとうございました。


